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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  信号線駆動回路および走査線駆動回路をアレ
イ基板上に設けた液晶表示装置において、タイミング信
号の増加なく間引き処理を可能とする。
【解決手段】  ＶＧＡパネル（走査線本数Ｍ＝４８０）
にＰＡＬ方式の映像信号（走査線本数Ｎ＝５７４）を表
示させる場合、例えば走査線Ｇ５について、クロック信
号ＹＣＫをＰ＝２クロック期間停止して走査線のＯＮ期
間をＰ＋１＝３水平走査期間とし、このＯＮ期間中に送
られてくる走査線３本分の映像信号のうち、最初の２本
分については表示せずに最後のものだけを表示するよう
にして、１回の間引き処理でＰ＝２本分の走査線の間引
きを行い、この処理を（Ｎ－Ｍ）／Ｐ＝４７本分のアレ
イ内走査線について行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  直交する複数の信号線と複数の走査線の
各交差部に配置した画素トランジスタと、前記信号線に
映像信号に基づく信号電圧を供給する信号線駆動回路
と、前記走査線にクロック信号に基づく走査電圧を供給
する走査線駆動回路とをアレイ基板上に設けた液晶表示
装置において、
前記走査線駆動回路に設けられ、１水平走査期間を周期
とするクロック信号の入力がＰ（Ｐは１以上の自然数）
クロック期間停止した場合に、走査線のＯＮ期間を（Ｐ
＋１）水平走査期間とする水平走査期間制御手段と、
この走査線のＯＮ期間中に送られてくる走査線（Ｐ＋
１）本分の映像信号のうちの最後の映像信号だけを前記
画素トランジスタに保持させる保持手段と、
送られてくる映像信号の走査線本数Ｎが液晶表示装置の
走査線の本数Ｍよりも多い場合に、走査線駆動回路に出
力するクロック信号をＰクロック期間停止して走査線Ｐ
本分の映像信号の間引きを行う処理を（Ｎ－Ｍ）／Ｐ本
分の走査線について行う間引き処理手段と、
を有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記走査線のＯＮ期間中に送られてくる
走査線（Ｐ＋１）本分の映像信号のうちの最初のＰ本分
の映像信号については、画素トランジスタへ出力させな
いように前記信号線駆動回路を制御する制御手段を有す
ることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記間引き処理手段は、同一の映像信号
が２回送られてくる場合に、後の映像信号が送られてく
るタイミングでクロック信号を２クロック期間停止させ
ることを特徴とする請求項１又は２記載の液晶表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、直交する複数の信
号線と複数の走査線の各交差部に画素トランジスタを配
置したマトリクス駆動方式の液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】ワープロ、パーソナルコンピュータおよ
び携帯テレビなどでは、薄型で軽量の表示装置が広く用
いられている。特に、液晶表示装置は、薄型、軽量およ
び低消費電力化容易なことから、盛んに開発が行なわれ
ており、高解像度で大画面サイズの液晶表示装置が比較
的低価格で手に入るようになってきている。
【０００３】液晶表示装置の中でも、複数の信号線と複
数の走査線を直交させたときの各交差部に画素薄膜トラ
ンジスタ（以下「画素ＴＦＴ（Thin Film Transisto
r）」という）を配置したマトリクス駆動方式の液晶表
示装置は、発色性に優れ、残像が少ないことから、今後
の主流になると考えられている。
【０００４】このマトリクス駆動方式の液晶表示装置で
は、液晶表示装置全体の小型化を図るため、信号線に信

2
号電圧を供給する信号線駆動回路および走査線に走査電
圧を供給する走査線駆動回路を画素ＴＦＴと同一の製造
プロセスによりアレイ基板上に一体的に形成するように
した技術開発が盛んに行われている。このような製造プ
ロセスを用いた液晶表示装置としては、ポリシリコンＴ
ＦＴ－ＬＣＤがある。
【０００５】ところで、このように開発された液晶表示
装置の用途の１つとして車載型モニタがある。車載型モ
ニタの機能としては、カーナビゲーション画面とＴＶ画
面の２用途の切替表示が要求されるが、さらに、ＴＶ画
面の表示用途として、ＮＴＳＣ方式とＰＡＬ方式の両方
式に対応することがニーズとして望まれている。
【０００６】ＮＴＳＣ方式では走査線数が１フィールド
につき２４０本であるのに対し、ＰＡＬ方式では１フィ
ールドにつき２８７本である。このような両方式につい
て、例えば走査線４８０本のＶＧＡパネルに表示する場
合、ＮＴＳＣ方式では、走査線本数がＶＧＡパネルの１
／２であるため、ＮＴＳＣ方式の走査線１本分の映像信
号を、ＶＧＡパネルの２本分の走査線に連続して送るこ
とによって高画質表示が可能となる。
【０００７】これに対し、ＶＧＡパネルにＰＡＬ方式の
映像信号を表示させる場合には、ＰＡＬ方式の走査線数
が２８７本でありＶＧＡパネルの１／２ではないため、
単純にＰＡＬ方式の走査線１本分の映像信号をＶＧＡパ
ネルの２本分の走査線に連続して送ることはできず、映
像信号を間引くための何らかの処理が必要となる。この
点に関して、一般的には間引き処理のための新たなタイ
ミング信号を設けることが考えられる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、信号線
駆動回路および走査線駆動回路をアレイ基板上に設けた
液晶表示装置においては、間引き処理のために新たなタ
イミング信号を用いることとすると、その分だけ配線ス
ペースが必要となって額縁サイズが大きくなり、また、
インターフェース信号が増加するという問題が生じる。
【０００９】本発明は、上記に鑑みてなされたものであ
り、その目的とするところは、信号線駆動回路および走
査線駆動回路をアレイ基板上に設けた液晶表示装置にお
いて、タイミング信号の増加なく映像信号の間引き処理
を可能とした液晶表示装置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、第１の本発明に係る液晶表示装置は、直交する複数
の信号線と複数の走査線の各交差部に配置した画素トラ
ンジスタと、前記信号線に映像信号に基づく信号電圧を
供給する信号線駆動回路と、前記走査線にクロック信号
に基づく走査電圧を供給する走査線駆動回路とをアレイ
基板上に設けた液晶表示装置において、前記走査線駆動
回路に設けられ、１水平走査期間を周期とするクロック
信号の入力がＰ（Ｐは１以上の自然数）クロック期間停



(3) 特開２００３－１５７０５９

10

20

30

40

50

3
止した場合に、走査線のＯＮ期間を（Ｐ＋１）水平走査
期間とする水平走査期間制御手段と、この走査線のＯＮ
期間中に送られてくる走査線（Ｐ＋１）本分の映像信号
のうちの最後の映像信号だけを前記画素トランジスタに
保持させる保持手段と、送られてくる映像信号の走査線
本数Ｎが液晶表示装置の走査線の本数Ｍよりも多い場合
に、走査線駆動回路に出力するクロック信号をＰクロッ
ク期間停止して走査線Ｐ本分の映像信号の間引きを行う
処理を（Ｎ－Ｍ）／Ｐ本分の走査線について行う間引き
処理手段と、を有することを特徴とする。
【００１１】本発明にあっては、送られてくる映像信号
の走査線本数Ｎが液晶表示装置の走査線の本数Ｍよりも
多い場合に、走査線駆動回路に入力するクロック信号を
Ｐクロック期間停止して走査線のＯＮ期間を（Ｐ＋１）
水平走査期間とし、そのＯＮ期間中に送られてくる走査
線（Ｐ＋１）本分の映像信号のうちの最後の映像信号だ
けを画素トランジスタに保持させて表示し、最初のＰ本
分の走査線については表示せずに間引くようにした処理
を１フィールド中の（Ｎ－Ｍ）／Ｐ本分の走査線につい
て繰り返し行うようにしたことで、タイミング信号を増
加させることなく、走査線（Ｎ－Ｍ）本分の映像信号を
間引く処理を可能とすることができる。
【００１２】第２の本発明に係る液晶表示装置は、第１
の液晶表示装置において、前記走査線のＯＮ期間中に送
られてくる走査線（Ｐ＋１）本分の映像信号のうちの最
初のＰ本分の映像信号については、画素トランジスタへ
出力させないように前記信号線駆動回路を制御する制御
手段を有することを特徴とする。
【００１３】本発明にあっては、走査線のＯＮ期間であ
る（Ｐ＋１）水平走査期間中に送られてくる（Ｐ＋１）
本分の映像信号のうちの最初のＰ本分の映像信号につい
ては画素トランジスタへ出力させないように信号線駆動
回路を制御するようにしたことで、信号線駆動回路につ
いて低消費電力化を図ることができる。
【００１４】第３の本発明に係る液晶表示装置は、第１
又は第２の液晶表示装置において、前記間引き処理手段
は、同一の映像信号が２回送られてくる場合に、後の映
像信号が送られてくるタイミングでクロック信号を２ク
ロック期間停止させることを特徴とする。
【００１５】本発明にあっては、同一の映像信号が２回
送られてくる場合に、後の映像信号が送られてくるタイ
ミングでクロック信号を２クロック期間停止させるよう
にしたことで、間引き処理の対象となった映像信号につ
いて少なくとも走査線１本分は表示されることとなるの
で、結果として全ての映像信号について表示することが
でき、画質劣化なく高精細に表示することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を用いて説明する。
【００１７】［第１の実施の形態］図１は、一実施の形
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態における液晶表示装置の概略構成を示すブロック図で
ある。同図の液晶表示装置１は、複数の信号線と複数の
走査線とが直交するように配置され、信号線と走査線の
各交差部に対応して画素ＴＦＴ４が配置された画素アレ
イ部３と、信号線に映像信号に基づく信号電圧を供給す
る信号線駆動回路５と、走査線にクロック信号に基づく
走査電圧を供給する走査線駆動回路６とをアレイ基板２
上に備え、これら信号線駆動回路５および走査線駆動回
路６に対して動作に必要なスタート信号、クロック信号
および映像信号を供給する外部駆動回路７を有する構成
である。ここでは、画素アレイ部３について一例として
走査線数４８０本のＶＧＡパネルを想定する。
【００１８】本液晶表示装置１は、走査線数が４８０本
のＶＧＡ方式の映像信号を表示できるほか、ＴＶ画面と
して走査線数が２４０本のＮＴＣＳ方式と走査線数が２
８７本のＰＡＬ方式とを切り替えて表示するものであ
る。
【００１９】外部駆動回路７は、信号線駆動回路５に対
してはスタート信号ＸＳＴとクロック信号ＸＣＫと映像
信号を出力し、走査線駆動回路６に対してはスタート信
号ＹＳＴとクロック信号ＹＣＫを出力する。このクロッ
ク信号ＹＣＫの周期は、１水平走査期間の周期と同一の
ものが用いられる。また、外部駆動回路７は、間引き処
理部８を備えており、ＶＧＡパネルにＰＡＬ方式の映像
信号を表示するときの間引き処理に必要な制御を行う。
【００２０】走査線駆動回路６は、クロック信号ＹＣＫ
の入力がＰ（Ｐは１以上の自然数）クロック期間停止し
た場合に、走査線のＯＮ期間を（Ｐ＋１）水平走査期間
とする機能を備えている。この機能は、例えば、クロッ
ク信号ＹＣＫの入力が２クロック期間停止すると、走査
線のＯＮ期間を３水平走査期間とするものである。
【００２１】図２は、走査線駆動回路６の構成を示す回
路図である。同図に示すように、走査線駆動回路６は、
シフトレジスタ回路６１、シャット回路６２、レベルシ
フタ回路６３、パルスカット回路６４、バッファ回路６
５等を有する構成である。これらシャット回路６２、レ
ベルシフタ回路６３、パルスカット回路６４、バッファ
回路６５は、画素アレイ部３に設けられた走査線の数に
対応した分だけそれぞれ複数個設けられる。
【００２２】シフトレジスタ回路６１は、同図の拡大図
に示すようなクロックドインバータを備えたレジスタ６
１ａを複数直列に接続したものである。スタート信号Ｙ
ＳＴが入力されたレジスタ６１ａでは、ＯＮ期間が１水
平走査期間に対応する走査電圧のパルス波形を生成し、
この走査電圧を隣接のレジスタ６１ａに伝播する。各レ
ジスタ６１ａは、走査電圧を隣接するレジスタ６１ａに
順次伝播していく。このレジスタ６１ａの１個分で半ク
ロック分の位相が遅れ、レジスタ６１ａの２個分で１ク
ロック分の位相が遅れるようになっている。
【００２３】シフトレジスタ回路６１では、クロック信
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号ＹＣＫの入力がＰクロック期間停止すると、その停止
期間分だけＯＮ期間のホールド状態が延長され、これに
よりＯＮ期間を（Ｐ＋１）期間とするようになってい
る。
【００２４】シャット回路６２は、画素アレイ部２内の
全ての走査線について出力のＯＮ／ＯＦＦを制御するた
めのものであり、レベルシフタ回路６３は、走査線に供
給する走査電圧を適切な値にシフトするためのものであ
る。パルスカット回路６４は、各走査線に順次出力され
るパルス波形にタイミング的な重なりが生じないように
重なり部分をカットするためのものである。バッファ回
路６５は、画素アレイ部２内の走査線の配線長に応じた
駆動出力を走査電圧に与えるためのものである。
【００２５】図３は、ＶＧＡパネルにＶＧＡ方式の映像
信号を表示するときの処理の一例を示すタイミングチャ
ートである。同図において、画素アレイ部３のアレイ内
走査線についてはＧ１～Ｇ４８０で示してある。
【００２６】外部駆動回路７は、クロック信号ＹＣＫお
よびスタート信号ＹＳＴを走査線駆動回路６に出力して
Ｇ１、Ｇ２…方向への垂直走査を開始するとともに、ク
ロック信号ＸＣＫ、スタート信号ＸＳＴおよび映像信号
を信号線駆動回路５に出力して水平走査を開始する。こ
のクロック信号ＹＣＫおよびスタート信号ＸＳＴの周期
は、１水平走査期間の周期と一致している。
【００２７】外部駆動回路７は、走査線駆動回路６に対
して走査線Ｇ１を１水平走査期間ＯＮさせ、そのＯＮ期
間中に信号線駆動回路５に対してＶＧＡ方式の１行目の
映像信号を各信号線に出力させる。この映像信号は、走
査線Ｇ１の各画素ＴＦＴ４に保持される。この保持は、
走査線Ｇ１がＯＦＦした後も次に走査線Ｇ１がＯＮして
映像信号が更新されるまで継続され、この保持の継続期
間中に映像信号が表示された状態となる。同様にして、
走査線Ｇ２，Ｇ３…についても映像信号が表示される。
【００２８】図４は、ＶＧＡパネルにＮＴＣＳ方式の映
像信号を表示するときの処理の一例を示すタイミングチ
ャートである。ＶＧＡパネルの走査線４８０本に対し
て、ＮＴＣＳ方式の走査線は２４０本であり、外部駆動
回路７には、走査線２４０×２＝４８０本分の映像信号
が送られてくる。
【００２９】外部駆動回路７は、走査線駆動回路６およ
び信号線駆動回路５を制御することによって、走査線Ｇ
１に１水平走査期間だけＮＴＣＳ方式の１行目の映像信
号を表示させた後、走査線Ｇ２にも同様にＮＴＣＳ方式
の１行目の映像信号を表示させる。同様にして、走査線
Ｇ３，Ｇ４にはＮＴＣＳ方式の２行目の映像信号を表示
させ、走査線Ｇ５，Ｇ６にはＮＴＣＳ方式の３行目の映
像信号を表示させる。このように、ＮＴＣＳ方式の走査
線１本分の映像信号を、ＶＧＡパネルの２本分の走査線
に連続して表示させる。
【００３０】図５は、ＶＧＡパネルにＰＡＬ方式の映像
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信号を表示するときの間引き処理の一例を示すタイミン
グチャートである。ＶＧＡパネルの走査線４８０本に対
して、ＰＡＬ方式の走査線は２８７本であり、外部駆動
回路７には、走査線２８７×２＝５７４本分の映像信号
が送られてくる。このため、その差分に相当する走査線
５７４－４８０＝９４本分の映像信号を間引く処理が必
要である。なお、同図において、ＰＡＬ方式の走査線に
ついてはｇ１～ｇ５７４で示してある。
【００３１】外部駆動回路７は、走査線駆動回路６およ
び信号線駆動回路５を制御することによって、図４と同
様に、走査線Ｇ１，Ｇ２にＰＡＬ方式の１行目の映像信
号を表示させた後、走査線Ｇ３，Ｇ４にはＰＡＬ方式の
２行目の映像信号を表示させる。
【００３２】走査線Ｇ４に映像信号が表示されたところ
で、外部駆動回路７の間引き処理部８は、クロック信号
ＹＣＫを２クロック期間、すなわち２水平走査期間停止
させる。このとき、走査線駆動回路６では、走査線Ｇ５
の出力波形を３水平走査期間ＯＮさせることとなる。こ
の一方で、信号線駆動回路５に入力されるスタート信号
ＸＳＴは、通常通り１水平走査期間周期で入力されてい
るので、走査線Ｇ５には、ＰＡＬ方式の３行目の映像信
号が２回出力された後に４行目の映像信号が出力され、
最終的に４行目の映像信号だけが走査線Ｇ５の各画素Ｔ
ＦＴ４に保持されることとなる。これによって、走査線
Ｇ５には、ＰＡＬ方式の３行目の映像信号は表示され
ず、４行目の映像信号だけが表示される。走査線Ｇ６に
は、ＰＡＬ方式の４行目の映像信号が表示される。
【００３３】すなわち、この間引き処理では、走査線Ｇ
５に映像信号を表示させるタイミングで、走査線２本分
のＰＡＬ方式の映像信号を間引いていることとなる。こ
のような間引きの処理を４８０本の走査線中のいずれか
の４７本について行うことによって、４７×２＝９４本
分のＰＡＬ方式の映像信号を間引くことができる。
【００３４】したがって、本実施の形態によれば、外部
駆動回路７から走査線駆動回路６に出力するクロック信
号ＹＣＫを２水平走査期間停止して走査電圧の出力波形
を３水平走査期間ＯＮするようにし、その３水平走査期
間中に送られてくるＰＡＬ方式の走査線３本分の映像信
号のうち最後の映像信号だけを表示して、最初の走査線
２本分の映像信号については表示されず間引かれるよう
にした処理を、１フィールド中の４７本分の走査線につ
いて繰り返し行うようにしたことで、タイミング信号を
増加させることなく、９４本分の走査線の間引きが可能
となり、ＶＧＡパネルにＰＡＬ方式の映像信号を画質劣
化なく表示させることができる。
【００３５】ここで、間引き処理を行う４７本分の走査
線は、できるだけ均等間隔で配置された走査線を選ぶこ
とが高画質の観点からは望ましい。また、１フレーム分
の映像信号を全ての画素ＴＦＴ４に表示させた後、次の
フレームに移行する際には、間引き処理を行う走査線を
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7
変更するようにすることが望ましい。
【００３６】なお、本実施の形態においては、ＶＧＡパ
ネルにＰＡＬ方式の映像信号を表示させる場合を想定し
たが、これに限られるものではない。例えば、画素アレ
イ部３の走査線本数をＭ、外部駆動回路７に送られてく
る映像信号の走査線本数をＮとすると、ＮがＭよりも大
きい場合に、走査線駆動回路６に入力されるクロック信
号ＹＣＫをＰ（Ｐは１以上の自然数）クロック期間停止
して走査線のＯＮ期間を（Ｐ＋１）水平走査期間とし
て、１回の間引き処理でＰ本分の走査線の間引きを行
い、この処理を（Ｎ－Ｍ）／Ｐ本分の走査線について行
うことによって、映像信号の走査線本数をＮ本からＭ本
に間引いて表示することができる。
【００３７】この方式について、上記のＶＧＡパネルに
ＰＡＬ方式の映像信号を表示させた場合に適用して説明
すると、Ｍは４８０、Ｎは５７４、Ｐは２であり、クロ
ック信号ＹＣＫを２クロック期間停止して走査線のＯＮ
期間をＰ＋１＝３水平走査期間とし、１回の間引き処理
で２本分の走査線の間引きを行い、この処理を（Ｎ－
Ｍ）／Ｐ＝４７本分の走査線について行ったものであ
る。
【００３８】［第２の実施の形態］第２の実施の形態で
は、第１の実施の形態のものと比較して間引き処理の内
容が異なっているだけであるので、この点について説明
する。なお、本実施の形態における液晶表示装置の基本
的な構成は、図１を用いて説明したものと同様であるの
で、ここでは構成についての重複した説明は省略する。
【００３９】図６は、本実施の形態でのＶＧＡパネルに
ＰＡＬ方式の映像信号を表示するときの間引き処理を示
すタイミングチャートである。第１の実施の形態で説明
した図５のタイミングチャートと異なる点は、本実施の
形態では、外部駆動回路７の間引き処理部８により、ク
ロック信号ＹＣＫを２水平走査期間停止させて走査線Ｇ
５について走査電圧がＯＮとなっている３水平走査期間
中に、送られてくる走査線３本分の映像信号のうち、最
初の走査線２本分については外部駆動回路７から信号線
駆動回路５へスタート信号ＸＳＴを出力せずに、最後の
走査線１本分についてだけスタート信号ＸＳＴを出力す
るようにしたことである。
【００４０】これによって、走査線Ｇ５では、このＯＮ
期間中の最初の走査線２本分については信号線駆動回路
５から映像信号が出力されず、最後の走査線についてだ
けＰＡＬ方式の４行目の映像信号が出力され、この４行
目の映像信号だけが画素ＴＦＴ４に保持されることとな
る。
【００４１】すなわち、画素アレイ部３の走査線本数Ｍ
は４８０、外部駆動回路７に送られてくる映像信号の走
査線本数Ｎは５７４、クロック信号ＹＣＫの停止期間Ｐ
は２であり、走査線のＯＮ期間であるＰ＋１＝３水平走
査期間に送られてくる走査線３本分の映像信号のうちの
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最初のＰ＝２本分の映像信号については、信号線駆動回
路５へのスタート信号ＸＳＴを停止することによって画
素ＴＦＴ４へ出力させないこととしている。
【００４２】これによって、走査線Ｇ５には、ＰＡＬ方
式の３行目の映像信号は表示されず、４行目の映像信号
だけが表示されることとなり、走査線Ｇ５に映像信号を
表示させるタイミングで、２本分のＰＡＬ方式の映像信
号を間引いていることになる。このような間引きの処理
を４８０本の走査線のうちの４７本分について行うこと
によって、４７×２＝９４本分のＰＡＬ方式の映像信号
を間引くことができる。
【００４３】したがって、本実施の形態によれば、走査
線のＯＮ期間である（Ｐ＋１）水平走査期間中に送られ
てくる走査線（Ｐ＋１）本分の映像信号のうちの最初の
Ｐ本分の映像信号については、信号線駆動回路５へのス
タート信号ＸＳＴを停止することによって、信号線駆動
回路５から画素ＴＦＴ４へ出力させないようにしたこと
で、信号線駆動回路５について低消費電力化を図ること
ができる。
【００４４】［第３の実施の形態］第３の実施の形態
も、第１の実施の形態のものと比較して間引き処理の内
容が異なっているだけであるので、この点について説明
する。なお、本実施の形態における液晶表示装置の基本
的な構成は、図１を用いて説明したものと同様であるの
で、ここでは構成についての重複した説明は省略する。
【００４５】図７は、本実施の形態でのＶＧＡパネルに
ＰＡＬ方式の映像信号を表示するときの間引き処理の一
例を示すタイミングチャートである。第１の実施の形態
で説明した図５のタイミングチャートでは、２回送られ
てくるＰＡＬ方式の映像信号のうちの最初の映像信号が
送られてくるタイミングでクロック信号ＹＣＫを２水平
走査期間停止させることとしたが、本実施の形態では、
２回送られてくる映像信号のうちの後の映像信号が送ら
れてくるタイミングでクロック信号ＹＣＫを２水平走査
期間停止させるようにしている。
【００４６】同図に示すように、２回送られてくる２行
目の映像信号のうちの後の映像信号が送られてくるタイ
ミングでクロック信号ＹＣＫを２水平走査期間停止した
場合には、走査線Ｇ３に最初の２行目映像信号が表示さ
れた後、走査線Ｇ４の走査電圧が３水平走査期間ＯＮ
し、そのＯＮ期間中に走査線Ｇ４には後の２行目映像信
号が出力される。そして、走査線Ｇ４に３行目の映像信
号が２回出力され、最終的に３行目の映像信号だけが走
査線Ｇ４の各画素ＴＦＴ４に保持される。これによっ
て、走査線Ｇ４には、ＰＡＬ方式の２行目の映像信号は
表示されず、３行目の映像信号だけが表示されることと
なる。走査線Ｇ５，６には、ＰＡＬ方式の４行目の映像
信号が表示される。
【００４７】すなわち、１本の走査線に映像信号を表示
させるタイミングで、２本分のＰＡＬ方式の映像信号を
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間引いていることとなる。そして、このような間引き処
理を４８０本ある走査線のうちの４７本分の走査線につ
いて繰り返し行う。
【００４８】したがって、本実施の形態においても、タ
イミング信号を増加させることなく、ＰＡＬ方式の映像
信号を９４本間引くことができ、ＶＧＡパネルにＰＡＬ
方式の映像信号を表示させることができる。
【００４９】また、本実施の形態によれば、ＰＡＬ方式
の２行目の映像信号については走査線Ｇ３に表示され、
３行目の映像信号については走査線Ｇ４に表示されるこ
とから分かるように、２回送られてくる映像信号のうち
の後の映像信号が送られてくるタイミングでクロック信
号ＹＣＫを２水平走査期間停止させるようにしたこと
で、間引きの対象となった映像信号であっても少なくと
も１本分のアレイ内走査線には表示されることとなるの
で、結果としてＰＡＬ方式の全ての映像信号について表
示することができ、画質劣化を低減して高精細に表示す
ることができる。
【００５０】［第４の実施の形態］第４の実施の形態
も、第１の実施の形態のものと比較して間引き処理の内
容が異なっているだけであるので、この点について説明
する。なお、本実施の形態における液晶表示装置の基本
的な構成は、図１を用いて説明したものと同様であるの
で、ここでは構成についての重複した説明は省略する。
【００５１】図８は、本実施の形態でのＶＧＡパネルに
ＰＡＬ方式の映像信号を表示するときの間引き処理の一
例を示すタイミングチャートである。本実施の形態で
は、２回送られてくるＰＡＬ方式の映像信号のうちの最
初の映像信号が送られてくるタイミングでクロック信号
ＹＣＫを１水平走査期間停止させるようにしている。
【００５２】同図に示すように、２行目の映像信号につ
いて最初の映像信号が送られてきたタイミングでクロッ
ク信号ＹＣＫを１水平走査期間停止させると、走査線Ｇ
３の走査電圧が２水平走査期間ＯＮとなり、このＯＮ期
間中に走査線Ｇ３には２行目の映像信号が２回出力され
て、最終的に後方の２行目映像信号が走査線Ｇ３の画素
ＴＦＴ４に保持される。これによって、走査線Ｇ３に
は、ＰＡＬ方式の２行目の映像信号について、最初に送
られてきた映像信号は表示されず、後に送られてきた映
像信号だけが表示されることとなる。
【００５３】すなわち、画素アレイ部３の走査線本数Ｍ
は４８０、外部駆動回路７に送られてくる映像信号の走
査線本数Ｎは５７４、クロック信号ＹＣＫの停止期間Ｐ
は１であり、走査線のＯＮ期間であるＰ＋１＝２水平走
査期間中に送られてくる走査線２本分の映像信号のうち
の最初のＰ＝１本分の映像信号については表示させない
こととしている。そして、この処理をアレイ内走査線４
８０本中のうちの（Ｎ－Ｍ）／Ｐ＝９４本分の走査線に
ついて繰り返し行う。
【００５４】したがって、本実施の形態においても、タ*
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*イミング信号を増加させることなく、ＰＡＬ方式の映像
信号を９４本間引くことができ、ＶＧＡパネルにＰＡＬ
方式の映像信号を表示させることができる。
【００５５】また、本実施の形態によれば、２回送られ
てくるＰＡＬ方式の映像信号のうちの最初の映像信号が
送られてくるタイミングでクロック信号ＹＣＫを１水平
走査期間停止させるようにしたことで、間引きの対象と
なった映像信号であっても少なくとも１本分のアレイ内
走査線には表示されることとなるので、結果としてＰＡ
Ｌ方式の全ての映像信号について表示することができ、
画質劣化を低減して高精細に表示することができる。
【００５６】
【発明の効果】以上、説明したように、本発明に係る液
晶表示装置によれば、送られてくる映像信号の走査線本
数Ｎが液晶表示装置の走査線の本数Ｍよりも多い場合
に、走査線のＯＮ期間を（Ｐ＋１）水平走査期間とし、
そのＯＮ期間中に送られてくる走査線（Ｐ＋１）本分の
映像信号のうちの最初のＰ本分の走査線については表示
せずに間引くようにした処理を１フィールド中の（Ｎ－
Ｍ）／Ｐ本分の走査線について繰り返し行うようにした
ことで、タイミング信号を増加させることなく、（Ｎ－
Ｍ）本分の走査線を間引く処理を可能とすることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態における液晶表示装置の概略
構成を示すブロック図である。
【図２】走査線駆動回路の構成を示す回路図である。
【図３】ＶＧＡパネルにＶＧＡ方式の映像信号を表示す
るときの処理の一例を示すタイミングチャートである。
【図４】ＶＧＡパネルにＮＴＣＳ方式の映像信号を表示
するときの処理の一例を示すタイミングチャートであ
る。
【図５】ＶＧＡパネルにＰＡＬ方式の映像信号を表示す
るときの間引き処理の一例を示すタイミングチャートで
ある。
【図６】第２の実施の形態においてＶＧＡパネルにＰＡ
Ｌ方式の映像信号を表示するときの間引き処理の一例を
示すタイミングチャートである。
【図７】第３の実施の形態においてＶＧＡパネルにＰＡ
Ｌ方式の映像信号を表示するときの間引き処理の一例を
示すタイミングチャートである。
【図８】第４の実施の形態においてＶＧＡパネルにＰＡ
Ｌ方式の映像信号を表示するときの間引き処理の一例を
示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
１  液晶表示装置
２  アレイ基板
３  画素アレイ部
４  画素ＴＦＴ
５  信号線駆動回路
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６  走査線駆動回路
７  外部駆動回路 *

12
*８  間引き処理部

【図１】

【図２】



(8) 特開２００３－１５７０５９

【図３】
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